
彙
　
報

◇
展
示

　

〇
令
和
五
年
五
月
八
日
～
六
月
二
日

　
　

春
季
展
示

　
　

彦
根
高
商
創
立
百
周
年
記
念
「
１
０
０
年
に
向
か
う
学
知
と
人
材
育
成
」

　

〇
令
和
五
年
一
〇
月
一
六
日
～
一
一
月
一
八
日

　
　

企
画
展

　
　
　

初
代
伊
藤
忠
兵
衛
没
後
一
二
〇
年
特
別
展
「
初
代
忠
兵
衛
と
事
業
経
営
」

　
　

企
画
展
関
連
講
演
会
（
一
一
月
一
八
日
）

　
　
　
「
初
代
忠
兵
衛
と
事
業
経
営
」　　

本
学
名
誉
教
授　

宇
佐
美 

英
機

　
開
催
の
記
録

　

今
年
度
の
春
季
展
示
は
、
本
学
部
の
前
身
で
あ
る
彦
根
高
等
商
業
学
校
開
校
百

周
年
に
あ
た
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
昨
年
度
秋
の
企
画
展
「
１
０
０
年
に
向
か
う

学
知
と
人
材
育
成
」
の
一
部
を
展
示
替
え
し
、再
度
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
開
催
し
た
。

新
た
に
、
展
示
の
解
説
を
補
う
ツ
ー
ル
と
し
て
音
声
ガ
イ
ド
を
作
成
し
、
観
覧
者

に
該
当
箇
所
に
設
置
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
も
ら
い
、
展
示
を
見
な
が

ら
音
声
を
聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
こ
の
導
入
に
は
解
説
の
補
足
と

い
う
意
味
も
あ
る
が
、展
示
パ
ネ
ル
や
史
料
の
観
覧
順
を
示
す
ね
ら
い
も
あ
っ
た
。

新
入
生
が
受
講
す
る
「
大
学
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」
で
の
見
学
が
一
六
件
あ
り
、
観
覧

者
数
は
四
四
八
名
で
あ
っ
た
。
彦
根
高
商
で
学
ん
だ
卒
業
生
の
方
々
で
ご
健
在
の

方
は
少
な
く
な
っ
て
お
ら
れ
る
中
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
と
な
っ
て
か
ら
の
O
B

や
新
入
生
に
と
っ
て
は
自
校
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
高
商
時
代
の
学
生
や

教
官
の
有
り
様
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
い
展
示
と
な
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

秋
の
企
画
展
は
、
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
の
没
後
一
二
〇
年
に
あ
た
る
こ
と
に
因
ん

で
、「
初
代
忠
兵
衛
と
事
業
経
営
」
と
題
し
て
開
催
し
た
。
史
料
館
で
は
、
伊
藤

家
の
事
業
経
営
の
歴
史
に
関
連
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
「
地
商
い
か
ら
商
社
へ
」
と

題
す
る
企
画
展
を
二
回
開
催
し
た
が
、
今
回
は
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
の
存
命
期
に
限

定
し
て
、
彼
に
よ
る
事
業
経
営
史
の
沿
革
だ
け
で
な
く
、
一
人
の
人
間
が
市
井
人
、

商
家
の
主
人
、
夫
・
父
親
あ
る
い
は
舅
と
い
っ
た
立
場
、
換
言
す
る
な
ら
ば
社
会

人
、
経
営
者
、
家
庭
人
と
し
て
の
ど
の
よ
う
に
生
き
て
き
た
の
か
と
い
う
側
面
に

注
目
し
て
展
示
し
た
。
い
ま
だ
当
家
伝
来
文
書
の
目
録
は
完
成
し
て
い
な
い
た
め

全
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
現
時
点
で
可
能
な
限
り
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
に
光
を

あ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
像
を
描
く
こ
と
を
試
み
た
。

　

会
期
中
に
は
経
済
学
部
の
百
周
年
記
念
行
事
や
学
園
祭
な
ど
も
あ
り
、
同
窓
会

で
あ
る
陵
水
会
の
会
員
や
在
学
生
が
い
つ
に
も
ま
し
て
多
数
来
館
さ
れ
た
。
観
覧

者
数
は
五
三
六
名
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
特
別
展
の
企
画
立
案
者
で
あ
る
本
学
名
誉
教
授
の
宇
佐
美
英
機
氏

に
よ
る
関
連
講
演
会
を
、
対
面
で
実
施
し
た
。
聴
講
者
数
は
五
九
名
で
あ
っ
た
。

商
社
研
究
が
専
門
の
大
学
教
員
や
、
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
や
丸
紅
株
式
会
社
の

社
員
・
Ｏ
Ｂ
の
方
、地
元
豊
郷
町
民
の
方
な
ど
様
々
な
来
場
者
で
盛
況
と
な
っ
た
。

専
門
的
な
立
場
か
ら
の
質
問
な
ど
に
も
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
回
答
さ
れ
、
大
変

有
意
義
な
講
演
会
と
な
っ
た
。

◇「
菅
浦
文
書
」の
再
調
査

　

今
年
度
も
科
学
研
究
費
助
成
研
究
「
中
近
世
「
菅
浦
文
書
」
の
公
開
促
進
と
史

﻿
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料
学
的
・
文
理
融
合
的
研
究
」（
基
盤
Ａ
、
令
和
三
～
七
年
度
）
に
よ
り
、
本
学

お
よ
び
滋
賀
県
立
大
学
・
琵
琶
湖
博
物
館
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
等
に
在
籍
す

る
研
究
者
ら
と
と
も
に
、『
菅
浦
文
書
集
成
（
仮
）
』
に
収
録
す
る
菅
浦
文
書
等

の
史
料
翻
刻
文
の
時
代
別
点
検
作
業
を
進
め
、
共
同
研
究
会
を
四
月
二
二
・
二
三

日
、
六
月
二
日
、
一
〇
月
二
七
・
二
八
日
に
開
催
し
た
。
ま
た
平
行
し
て
『
菅
浦

文
書
集
成
（
仮
）
』
の
刊
行
に
向
け
て
、「
菅
浦
文
書
」
及
び
関
連
史
料
す
べ
て

の
翻
刻
原
稿
を
出
版
社
へ
入
稿
し
た
。 

年
度
末
に
は
、「
菅
浦
文
書
」
の
料
紙
法

量
測
定
及
び
原
本
精
査
作
業
を
行
い
、
同
書
の
付
録
資
料
の
デ
ー
タ
作
成
を
進
め

る
予
定
で
あ
る
。

　

一
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
三
回
目
と
な
る
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
の
共
同
研

究
で
、
国
宝
「
菅
浦
文
書
」
の
料
紙
調
査
を
実
施
し
た
。
料
紙
の
繊
維
等
を
マ
イ

ク
ロ
ス
コ
ー
プ
で
精
査
・
分
析
す
る
こ
と
や
筆
跡
鑑
定
な
ど
で
時
代
判
定
が
可
能

な
も
の
も
あ
り
、
今
後
の
詳
細
な
調
査
結
果
に
よ
っ
て
は
刊
本
へ
の
反
映
等
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
は
特
に
、「
菅
浦
文
書
」
中
の
菅
浦
村
近
在
で

作
成
さ
れ
た
浅
井
氏
関
係
史
料
や
海
津
発
給
の
史
料
、
ま
た
県
内
近
江
八
幡
市
域

の
中
世
文
書
「
大
嶋
神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
」
等
の
料
紙
と
の
比
較
に
絞
っ
て

調
査
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
分
担
者
で
あ
る
本
学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
系
の
佐
藤
健
一
教
授

に
よ
る
「
菅
浦
文
書
」
の
花
押
・
略
押
の
画
像
デ
ー
タ
解
析
も
継
続
し
て
進
め
て

い
る
。

◇�「
琉
球
貿
易
図
屏
風
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト
増
補
改
訂
日
本
語
版
・
英
語
版
の
発
行

　

令
和
五
年
度
学
長
裁
量
経
費
に
よ
る
、
史
料
情
報
発
信
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
係

る
事
業
と
し
て
、
当
館
所
蔵
「
琉
球
貿
易
図
屏
風
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
増
補
改
訂

日
本
語
版
と
そ
の
英
語
版
を
発
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
「
琉
球
貿
易
図
屏
風
」
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
史
資
料
の
中
で
も
、
特
に
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
や
教
科
書
等
で
利
用
さ
れ
る
機
会
が
多
く
、
当
館
に
お
い
て
も
春
季
展

示
で
定
期
的
に
公
開
し
て
き
た
。
展
示
の
際
は
、
二
〇
〇
一
年
発
行
の
解
説
用
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
（
Ａ
３
二
つ
折
り
）
を
配
布
し
て
き
た
が
、
昨
今
の
学
界
に
お
け
る

琉
球
史
及
び
本
屏
風
自
体
の
研
究
の
進
展
を
鑑
み
て
、
そ
の
内
容
を
Ａ
４
判
８
頁

に
増
補
改
訂
し
発
行
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
日
本
語
版
を
基
に
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
作
成
し
て
、
当
館
の
国
際
的
な
発
信
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

日
本
語
版
は
、
冒
頭
で
本
屏
風
の
全
体
的
な
説
明
と
琉
球
史
の
概
説
を
行
い
、

次
の
見
開
き
で
本
屏
風
に
描
か
れ
た
各
要
素
を
中
央
の
屏
風
見
取
り
図
中
の
位
置

と
線
で
結
ん
で
個
々
に
説
明
し
、
最
後
に
各
要
素
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
部
分
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
詳
説
す
る
構
成
と
し
た
。

　

英
語
版
の
原
稿
作
成
は
、
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
を
専
門
と
す
る
英
語
を

母
語
と
す
る
研
究
者
に
依
頼
し
、
同
じ
く
英
語
を
母
語
と
す
る
日
本
近
世
史
研
究

者
に
よ
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
、
琉
球
の
言
葉
や
歴
史
的
用
語
に

つ
い
て
理
解
し
や
す
い
英
文
に
な
る
よ
う
留
意
し
た
。

　

令
和
六
年
度
春
季
展
示
は
、
こ
の
増
補
改
訂
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
に
基
づ

い
た
「
琉
球
貿
易
図
屏
風
」
の
展
示
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

◇�
収
蔵
史
料
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
環
境
更
新
作
業

　

今
年
度
本
学
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
が
新
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、

同
サ
ー
バ
上
で
運
用
し
て
い
る
収
蔵
史
料
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
移
行

後
更
新
作
業
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
学
長
裁
量
経
費
の
助
成
を
受
け
て

業
者
に
よ
る
更
新
作
業
を
行
っ
た
。

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
　
第
五
十
七
号
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◇�
伊
藤
忠
兵
衛
基
金
か
ら
の
助
成
金
に
よ
る
伊
藤
孝
三
氏
撮
影
フ
ィ
ル
ム
の
修
復
及
び
デ

ジ
タ
ル
化
作
業

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
豊
郷
町
伊
藤
長
兵
衛
家
の
ご
子
孫
伊
藤
孝
三
氏
が
昭
和

初
期
に
撮
影
さ
れ
た
十
六
ミ
リ
ま
た
は
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
六
十
七
巻
の
う
ち
計

三
十
巻
分
を
修
復
し
、
そ
の
映
像
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
た
。
伊
藤
氏
の
私
的

な
映
像
も
含
ま
れ
る
が
、
伊
藤
家
が
運
営
し
て
い
る
財
団
の
幼
稚
園
の
運
動
会
や

海
外
へ
の
視
察
旅
行
の
様
子
な
ど
、
貴
重
な
映
像
が
よ
み
が
え
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
同
フ
ィ
ル
ム
の
修
復
・
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
は
全
巻
完
了
し
た
の
で
、
次
年
度
以

降
は
目
録
を
作
成
し
、
公
開
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

◇
史
料
整
理

「
西
山
嘉
兵
衛
家
文
書
」（
豊
郷
町
）・「
上
枝
村
免
割
帳
」（
豊
郷
町
）

◇
発
行

　

Ｓ
Ａ
Ｍ
に
ゅ
う
す
五
八
号
、
五
九
号

　
『
初
代
忠
兵
衛
と
事
業
経
営
』（
令
和
五
年
度
企
画
展
図
録
）

◇
学
部
内
雑
誌
掲
載
日
本
史
論
文

　
『
彦
根
論
叢
』
第
三
八
号

　
　

�

書
評
『
世
界
遺
産
学
へ
の
誘
い
』（
位
田
隆
一
・
真
鍋
晶
子
・
青
柳
周
一
編　

 

お
う
み
学
術
出
版
会 

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
（
発
売
） 

二
〇
二
二
年
）　

内
田
俊
秀

　
『
彦
根
論
叢
』
第
四
三
九
号

　
　

�「
鈴
木
商
店
由
来
の
鉄
軌
道
敷
設
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
顛
末　

大
正

期
藤
本
俊
郎
と
田
代
宏
成
両
村
長
の
毀
誉
褒
貶
を
中
心
に
」
小
川
功

◇
運
営
委
員（
経
済
学
系
教
員
）

　

石
井
利
江
子　

澤
木
聖
子　

坂
野
鉄
也　

松
田
有
加　

松
田
有
加
里　

山
下
悠

　

渡
邉
凡
夫

（
五
十
音
順
）

◇
史
料
館
職
員

　

館
長　

阿
部
安
成　

　

専
任
教
員　

青
柳
周
一

　

研
究
員　

宇
佐
見
隆
之
（
教
育
学
系
教
員
）

　

助
手
（
学
芸
員
）　

南
田
孝
子

　

教
務
職
員
（
学
芸
員
）　

吉
岡
恵　
　

　

非
常
勤
職
員　

岸
妙
子　

松
崎
由
貴
代　

◇
客
員
研
究
員
　

　

宇
佐
美
英
機
（
滋
賀
大
学
名
誉
教
授
）

　

薄
井
彰
（
早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院
教
授
）　

　

大
島
久
幸
（
高
千
穂
大
学
教
授
）

　

深
見
泰
孝
（
駒
澤
大
学
教
授
）

　

水
野
章
二
（
滋
賀
県
立
大
学
名
誉
教
授
）　

　

谷
ケ
城
秀
吉
（
専
修
大
学
教
授
）　　

（
五
十
音
順
）

﻿
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